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県
中
部
一
の
夏
祭
り

津
島
神
社
（
田
原
本
町
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
田
原
本
町
５
４
９

（
主
祭
神
）
素
戔
嗚
命
(
牛
頭
天
王
)
、

櫛
名
田
姫

命

（
交
通
）
近
鉄
田
原
本
駅
か
ら
徒
歩
約

５
分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（
２
台
）

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
３
９
１
４

津
島
神
社
拝
殿
（
奥
）
。
境
内
は
夏
、
「
祇
園
さ
ん
」
で

に
ぎ
わ
う
‖
田
原
本
町
で

毎
年
７
月
に
田
原
本
町
で

開
催
さ
れ
る
県
中
部
一
の
夏

祭
り
と
さ
れ
る
「
祇
園
さ

ん
」
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病

退
散
を
祈
念
し
て
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
お
り
、
津
島
神

社
は
そ
の
祭
礼
が
盛
大
に
開

か
れ
る
神
社
と
し
て
知
ら
れ

ま
す
。

平
安
時
代
、
荘
園
管
理
を

行
な
う
寺
の
鎮
守
社
と
し
て

祇
園
社
が
創
建
さ
れ
た
と
伝

わ
り
ま
す
。
社
殿
の
棟
札
に

平
安
時
代
後
期
の
１
１
２
５

（
天
治
２
）
年
再
建
と
の
記

録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
創
建

は
そ
れ
以
前
と
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
、
田
原
本

２
代
領
主
、
平
野
長
勝
は
尾

張
国
津
島
の
出
身
で
、
津
島

社
の
祭
神
・
牛
頭
天
王
を
信

仰
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

田
原
本
の
祇
園
社
の
祭
神
も

同
じ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
信
仰

を
深
め
、
毎
年
米
を
寄
進
し

た
と
伝
わ
り
ま
す
。

祇
園
社
は
そ
の
後
、
石
清

水
八
幡
宮
か
ら
八
幡
神
を
、

春
日
社
（
現
春
日
大
社
）
か

ら
武
甕
槌
命
ほ
か
三
神
を

勧
請
し
て
現
在
の
社
殿
の

形
が
整
い
ま
し
た
。

津
島
神
社
に
改
称
し
た
の

は
１
８
６
９（
明
治
２
）年
。

２
０
１
４
（
平
成

）
年
ま

で
に
本
殿
、
拝
殿
、社
務
所
、

戎
神
社
、
玉
垣
の
修
復
事

業
を
終
え
、
装
い
を
一
新
し

ま
し
た
。

夏
祭
り
で
は
、
立
山
や
子

ど
も
神
輿
が
町
内
を
練
り
、

神
社
隣
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
の

舞
台
で
は
漫
才
・
演
劇
や
、

中
学
校
吹
奏
楽
部
員
に
よ
る

演
奏
会
な
ど
が
華
や
か
に
行

わ
れ
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

浦
谷
大
啓
）


